


 本市は、佐賀県の西北部にあって、東松浦半島と長崎県北松浦半島の統合する位置にあり、

伊万里湾が深く入り込んだ天然の良港を擁しています。江戸時代には焼物の積出港として栄え、

「イマリ」の名が世界に広まりました。 
 本市の名所として、大川内山の鍋島藩窯公園、古伊万里大壺を配した伊万里津大橋、海水浴

場「イマリンビーチ」、さらには全国でも数少ない、生きた化石といわれるカブトガニの繁殖地

で知られる多々良海岸などがあり、訪れる人の心を和ませてくれます。 
 また、特産品として鍋島藩窯 300 有余年の歴史と伝統を誇る伊万里焼をはじめ、伊万里梨、
伊万里牛が全国的に有名です。窯業・農業のほかＩＣ関連産業や、造船・自動車部品等が産業

の基幹的役割を担っており、伝統産業と先端技術とが融和した特色ある都市づくりを目指すと

ともに、海洋科学技術を中心とした知的基盤の形成による新たな産業の創出など、地域産業の

振興も図っています。 
 「伊万里港」は、重要港湾としてアジア諸国とのゲートウェイを目指し、港湾整備や工業団

地の整備、ポートセールスが進められています。  
また、基幹幹線道路である国道 202 号をはじめ、高速交通ネットワークを形成する西九州自

動車道の整備に積極的に取り組むとともに、伊万里市駅ビル（平成 14 年 10 月にオープン）、
中心商店街と国道 202 号を繋ぐ都市計画道路伊万里駅前線（平成 16 年 4 月に開通）など伊万
里駅周辺の開発にも力を入れています。平成 15 年３月には、山代町と黒川町を繋ぐ伊万里湾
大橋が開通しました。 
 さらに、伊万里ファミリーパーク（仮称）の造成工事に着工し、その地に隣接して｢映画界の

巨匠･黒澤明記念館」が文化と環境との共生をテーマに建設される予定であり、世界に向けた

21 世紀への新たな芸術と文化の情報発信地「伊万里」を目指しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 




